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Thesaurus Un
iversitatis

津田梅子の着物

守屋多々志筆屏風絵「アメリカ留学（津田梅子）」



だいがくのたから

津
田
梅
子
の
着
物
と
屏
風
絵
﹁
ア
メ
リ
カ
留
学
（
津
田
梅
子
）﹂

　

１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
12
月
23
日１︑
津
田
梅
子
は
欧
米
視
察
の
岩
倉
使
節
団
一
行
に
加
わ
り
︑
日
本

最
初
の
女
子
留
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
旅
立
っ
た
︒
横
浜
港
出
航
の
際
に
着
用
し
て
い
た
の
は
︑
朱
地

に
金
糸
や
色
糸
の
刺
繍
と
染
で
総
模
様
を
施
し
た
絹
の
き
も
の
で
あ
る
︒
裾
に
は
流
水
を
配
し
笹
を
散
ら

す
と
と
も
に
梅
が
立
樹
風
に
描
か
れ
︑
肩
口
か
ら
袖
︑
背
に
か
け
て
は
雲
鶴
に
松
︑
菊
な
ど
の
吉
祥
文
様
︑

胸
元
と
背
に
は
軍
配
団
扇
︑
筆
︑
硯
な
ど
の
縁
起･

道
具
文
様
が
置
か
れ
て
い
る
︒
身
丈
１
０
５
セ
ン
チ
︑

裄
54
セ
ン
チ
の
小
さ
な
き
も
の
は
︑
幸
運
と
守
護
︑
そ
し
て
学
問
成
就
の
祈
り
を
込
め
て
誂
え
ら
れ
た
も

の
だ
ろ
う
か
︒

　

一
行
を
乗
せ
た
米
国
太
平
洋
郵
船
の
外
輪
船
ア
メ
リ
カ
号
は
23
日
間
の
航
海
を
経
て
︑
翌
年
１
月
15
日

に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
し
た
︒﹃
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
﹄
に
は
︑
そ
の
時
の
様
子
が
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

　
「
此こ
の

暁
あ
か
つ
きハ

︑
咫し

尺せ
き

モ
辨わ
き
まヘ

ヌ
程
ノ
深
霧
ニ
テ
︑
甲
板
ノ
上
ハ
津し
づ
く滴

ヲ
ナ
ス
ニ
至
ル
︑
故
ニ
洋
中
ニ
シ
ハ

シ
船
ヲ
止
メ
︑
黎
明
ヲ
待
シ
ニ
︑
天
明
ニ
霧
モ
彷ほ
の

彿ぼ
の

ニ
消
レ
ハ
︑
前
ニ
加か
り
ふ
ぉ
る
に
あ

利
福
尼
ノ
諸
山
顕あ
ら
わレ
タ
リ２」

　

本
学
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス･

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル
に
︑
院
展
同
人･

守
屋
多
々
志
筆
四
曲
一
隻

屏
風
絵
「
ア
メ
リ
カ
留
学
（
津
田
梅
子
）」
が
展
示
さ
れ
て
い
る
︒
そ
こ
に
は
︑
遠
く
霧
の
晴
れ
間
か
ら
姿

を
現
わ
し
た
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
見
つ
め
る
５
人
の
少
女
の
中
に
︑
赤
い
鼻
緒
の
草
履
を
脱
ぎ
棄
て
て
甲
板

の
手
摺
に
上
り
︑
前
方
を
見
据
え
る
幼
い
津
田
梅
子
が
い
る
︒
横
浜
出
航
の
10
日
後
に
太
平
洋
上
で
満
７

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
梅
子
が
再
び
日
本
の
地
を
踏
む
の
は
実
に
11
年
後
︑
さ
ら
に
︑
再
度
の
ア
メ
リ
カ

留
学
を
経
て
︑
自
立
し
た
女
性
を
育
成
す
る
私
立
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
女
子
英
学
塾
を
設
立
す
る
の

は
１
９
０
０
（
明
治
33
）
年
９
月
︑
35
歳
の
と
き
で
あ
る
︒

１ 　

以
下
︑
年
月
日
は
新
暦
で
記
載

２ 　

久
米
邦
武
編 

田
中
彰
校
注
﹃
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
﹄
岩
波
文
庫
版
（
一
）
岩
波
書
店　

１
９
７
７
年　

75
頁

津田塾大学
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だ
い
が
く
の
た
か
ら 

津
田
塾
大
学

表
紙・

大
学
点
描 

龍
谷
大
学

巻
頭
言 

自
省
利
他�

入
澤　
崇

評
価
を
め
ぐ
る
雑
考�

大
場
昌
子

10

座
談
会 �

学
生
実
態
調
査
の
活
用
と
課
題�

�

江
原
昭
博
／
前
田
浩
司
／
前
畑
良
幸
／（
司
会
）
音　
好
宏

14

特
集　

留
学
生
に
対
す
る
学
習
面
で
の
日
本
語
サ
ポ
ー
ト 

30

留
学
生
に
寄
り
添
う
日
本
語
自
律
学
習
支
援�

寅
丸
真
澄

32

兵
庫
国
際
交
流
会
館
で
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
支
援
―
神
戸
大
学
の
取
り
組
み

―�

森
田
耕
平

36

大
学
院
に
お
け
る
留
学
生
支
援
―
明
治
大
学
の
日
本
語
論
文
作
成
支
援
を
中
心
に

―�

外
池　
力

44

学
内
リ
ソ
ー
ス
を
生
か
し
た
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
の
設
計�

―
「
オ
ー
ル
立
教
」
の
取
り
組
み
が
留
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

―�

丸
山
千
歌

46

ず
い
そ
う 

看
護
教
育
雑
感�

糸
魚
川
順

54

小
特
集　

大
学
の
事
務
業
務
改
革 

56

新
た
な
働
き
方
に
よ
り
、
新
た
な
価
値
創
造
を�

―
上
智
大
学
に
お
け
る
取
り
組
み
（
在
宅
勤
務
制
度
と
窓
口
時
間
短
縮
）

―�

須
田
誠
一

58

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
働
き
方
改
革
―
近
大
流
大
学
業
務
改
革

―�

髙
木
純
平

�

前
川
昌
則

62
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４
学
部
を
「
つ
な
ぐ
」
こ
と
に
よ
っ
て
目
指
す
も
の�

―
法
政
大
学
多
摩
事
務
部
学
務
課
の
取
り
組
み

―�

須
藤
智
徳

68

事
務
組
織
の
課
題
と
改
編�

永
和
田
隆
一

74

私
の
授
業
実
践
─
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

情
報
過
多
な
授
業
の
見
直
し�

柴
田
佳
純

78

明
日
へ
の
試
み

中
央
大
学
国
際
経
営
学
部

経
営
学
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
挑
戦�

河
合　
久

80

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
─
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

場
所
の
磁
力　
引
き
継
が
れ
た
も
の
た
ち・

国
際
基
督
教
大
学�

松
山
龍
彦

86

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
編
》

高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
地
域
振
興・

石
巻
専
修
大
学�

佐
々
木
慶
文

94

Ａ
Ｉ
活
用
人
材
の
育
成・
関
西
学
院
大
学�

巳
波
弘
佳

96

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

画
家
　
少
路
和
伸
さ
ん
に
聞
く�

（
聞
き
手
）
外
川
智
恵

98

執
筆
者・

出
席
者
の
ご
紹
介・

106
　
　
連
盟
ニ
ュ
ー
ス・

108
　
　
編
集
後
記・

110�

〈
カ
ッ
ト
〉
熊
谷
有
子



　龍谷ミュージアムは、龍谷大学の創立370年周年を
記念し2011年に日本初となる仏教総合博物館として
開館しました。本館は龍谷大学の建学の精神を具現
化する教育研究施設として、これまで約70万人の方
にご来館いただいております。また、教育研究施設
という大学博物館の枠を超え、街に開かれた博物館
として展覧会事業をとおした仏教文化の普及に努め
ています。
　本館の展覧会は仏教の誕生から現代の仏教までを
アジアの仏教と日本の仏教からわかりやすく紹介す
るシリーズ展と仏教や仏教文化、仏教美術などに関
する様々なテーマを設けた企画展、特別展など多彩
な展覧会を開催し、豊富な学術資料や文化財に関す
る研究成果を現代的な展示方法によりご覧いただけ
ます。中でも実際に現地の大回廊に入り込んだよう
な体験ができるベゼクリク石窟寺院のデジタル復元
による壁画回廊は必見です。仏教と仏教文化に思い
を巡らす理想のミュージアム、龍谷ミュージアムに
お越しください。

〈表紙写真〉

仏教総合博物館「龍谷ミュージアム」
� （龍谷大学）











　

龍
谷
大
学
は
本
年
、
創
立
３
８
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

建
学
の
精
神
に
基
づ
く
新
た
な
実
践
哲
学
「
自じ

省せ
い

利り

他た

」
を

発
信
す
る
。

　

排
他
的
傾
向
が
強
ま
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
学
生
は
「
生

き
づ
ら
さ
」
を
感
じ
始
め
て
い
る
。
自
覚
し
難
い
利
己
心
の

払
拭
に
努
め
（「
自
省
」）、
他
者
の
幸
福
の
創
造
に
努
め
る

（「
利
他
」）
人
間
の
育
成
が
急
務
と
考
え
る
。

　

教
職
員
と
学
生
が
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
浄
土
真
宗
の

精
神
」
に
学
び
、
創
立
３
８
０
年
を
機
に
龍
谷
大
学
の
使
命

を
血
肉
化
し
て
い
き
た
い
。

自 

省 

利 

他

入
澤 

崇
●
龍
谷
大
学
長
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日
本
女
子
大
学
（
１
９
０
１
年
の
創
立
時
は
日
本
女
子
大

学
校
）
は
、
20
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
創
立
さ
れ
、
２
０

２
１
年
に
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
現

在
も
、
創
立
者
成
瀬
仁
蔵
（
１
８
５
８
―
１
９
１
９
年
）
が

遺
し
た
三
綱
領

―
「
信
念
徹
底
」「
自
発
創
生
」「
共
同
奉

仕
」
と
い
う
三
つ
の
教
育
理
念
を
教
育
の
柱
と
し
て
受
け
継

ぎ
、
日
々
実
践
し
て
い
る
。
約
１
２
０
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ

て
私
立
の
女
子
高
等
教
育
機
関
が
存
続
し
て
き
た
事
実
自
体

が
、
本
学
を
含
む
伝
統
あ
る
私
立
女
子
大
学
が
日
本
社
会
に

お
い
て
果
た
し
て
き
た
役
割
に
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
る
証
と
解
釈
し
て
も
ご
批
判
は
免
れ
る
も
の
と
思
う
。

　

こ
の
よ
う
な
評
価
を
大
切
に
す
る
一
方
、
近
年
、
大
学
は

教
育
の
質
保
証
と
可
視
化
を
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
。
学
生

が
在
籍
す
る
４
年
間
を
対
象
と
し
た
評
価
で
あ
る
。
各
大
学

は
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ポ
リ
シ
ー
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・

ポ
リ

シ
ー
、
お
よ
び
デ
ィ
プ
ロ
マ・

ポ
リ
シ
ー
の
３
ポ
リ
シ
ー
を

策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
学
時
に
求
め
ら
れ
る
能
力
、
卒

業
時
に
ど
の
よ
う
な
力
を
修
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
科
目
を
設
置
す
る
の
か
に
つ
い
て
、

具
体
的
内
容
を
明
文
化
し
、
公
表
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
教

育
の
到
達
目
標
が
明
示
さ
れ
る
と
、
次
の
段
階
と
し
て
は
、

そ
の
目
標
が
ど
れ
ほ
ど
達
成
さ
れ
て
い
る
か
を
各
大
学
が
評

価
す
る
作
業
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
の
作
業
に
お
け
る
評
価

方
針
が
ア
セ
ス
メ
ン
ト・

ポ
リ
シ
ー
で
あ
り
、
各
大
学
は
評

価
結
果
を
公
開
し
、
社
会
に
対
し
て
教
育
の
質
を
保
証
す
る

責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
昨
年
11
月
に
公
表
さ

れ
た
中
央
教
育
審
議
会
の
「
２
０
４
０
年
に
向
け
た
高
等
教

育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
答
申
）」
の
中
に
も
、「
何
を
学

び
、
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
明
確
に
な
っ
て
い

る
か
、
学
ん
で
い
る
学
生
は
成
長
し
て
い
る
の
か
、
学
修
の

大
場 

昌
子
●
日
本
女
子
大
学
学
長

評
価
を
め
ぐ
る
雑
考

102019.9　大学時報



成
果
が
出
て
い
る
の
か
、
大
学
の
個
性
を
発
揮
で
き
る
多
様

で
魅
力
的
な
教
員
組
織・

教
育
課
程
が
あ
る
か
と
い
っ
た
こ

と
は
、〔
ど
の
よ
う
な
大
学
が
学
修
者
の
視
点
か
ら
見
た
質
の

高
い
大
学
で
あ
る
か
に
つ
い
て
〕
重
要
な
要
素
と
な
る
」（
28

ペ
ー
ジ
）
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育
の
質
を
可
視

化
す
る
取
り
組
み
は
ま
す
ま
す
強
く
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

　

日
々
の
教
育
活
動
の
中
で
教
員
と
し
て
学
生
の
学
修
成
果

を
評
価
す
る
際
に
は
、
学
生
に
対
し
て
成
績
評
価
の
根
拠
を

論
理
的
に
説
明
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
迷
い
や
ぶ
れ

が
生
じ
な
い
よ
う
、
事
前
に
作
成
し
た
客
観
的
指
標
を
意
識

す
る
こ
と
に
心
を
砕
く
。
例
え
ば
期
末
試
験
の
記
述
式
問
題

や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
で
は
、
細
か
く
定
め
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や

Ｃ
Ａ
Ｎ
―
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
な
ど
の
評
価
項
目
に
照
ら
し
な
が
ら

到
達
度
を
採
点
し
、
１
学
期
間
の
授
業
の
成
果
を
測
る
わ
け

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
４
年
間
を
対
象
と
し
て
学
生
の
能
力
の
向
上
具

合
を
見
る
た
め
に
は
、
到
達
度
を
測
る
作
業
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
実
施
し
て
、
画
一
的
で
な

く
多
面
的
な
、
よ
り
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
測
定
が
必
要
と
な

る
。
本
学
で
は
、
前
述
し
た
三
綱
領
を
礎
と
し
た
デ
ィ
プ
ロ

マ・

ポ
リ
シ
ー
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
第
一
に
掲
げ
て
い
る

「
建
学
の
精
神
を
理
解
し
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
、
女
性
と

し
て
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
自
立
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
項
目
に
つ
い
て
個
々
の
学
生
を
評
価
す
る
と
な

れ
ば
、
自
校
教
育
科
目
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
科
目
、
外

国
語
科
目
な
ど
の
授
業
科
目
の
成
績
評
価
も
参
考
に
は
す
る

も
の
の
、「
自
立
す
る
」
た
め
に
必
要
な
力

―
す
ぐ
に
思
い

つ
く
だ
け
で
も
、
判
断
力
、
表
現
力
、
行
動
力
、
持
続
力
、

発
想
力
な
ど

―
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
方
法
で
評
価
が
求

め
ら
れ
る
。
人
間
の
持
つ
こ
う
し
た
種
類
の
力
を
評
価
す
る

こ
と
は
な
か
な
か
に
難
し
い
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
各
種
の
調
査
を
複
数
、
継
続
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
で
き
る
限
り
適
切
な
評
価
方
法
を
策
定
し
て
い

く
こ
と
が
目
下
の
課
題
で
あ
る
。

　

先
日
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
い
た
ら
、
た
ま
た
ま
車
内
の
小

さ
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
流
れ
て
い
た
動
画
広
告
に
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
が
「
何
年
も
成
果
を
出
し
て
い
な
い
人
と
自
分
の
評

価
が
変
わ
ら
な
い
な
ん
て
！
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
を
叫
ん

で
い
る
場
面
が
あ
り
、
思
わ
ず
苦
笑
し
た
。
企
業
で
は
具
体

的
な
利
益
目
標
を
期
間
を
区
切
っ
て
設
定
す
る
の
だ
か
ら
、

社
員
の
評
価
は
目
標
達
成
に
対
す
る
貢
献
度
で
測
れ
ば
よ
く
、
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そ
の
評
価
は
、
少
な
く
と
も
教
育
機
関
よ
り
は
説
得
力
を
も
っ

て
行
え
る
の
で
は
と
想
像
し
て
い
た
の
だ
が
、
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
公
平
、
か
つ
正
当
な
人

事
考
課
制
度
の
あ
り
方
に
悩
む
企
業
が
多
い
ら
し
い
こ
と
が

そ
の
広
告
か
ら
察
せ
ら
れ
、
ど
こ
で
も
や
は
り
人
の
評
価
は

難
し
い
の
だ
と
納
得
し
た
の
だ
っ
た
。

　

先
日
、
文
学
部
の
学
生
に
聞
い
た
話
だ
が
、
企
業
の
新
卒

採
用
試
験
に
お
い
て
、
大
学
の
学
業
成
績
を
一
切
提
出
さ
せ

な
い
、
あ
る
い
は
最
終
面
接
の
段
階
ま
で
提
出
さ
せ
な
い
企

業
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
企
業
側
が
学
業
成
績
と
い
う

大
学
側
の
評
価
を
あ
ま
り
勘
案
せ
ず
に
学
生
の
人
物
評
価
を

独
自
に
行
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
新
卒
者
を
対

象
と
し
な
が
ら
大
学
の
評
価
が
〝
評
価
さ
れ
な
い
〟
実
態
を

ど
う
受
け
止
め
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
仮
に
、
企
業
が
求
め
る

能
力
と
大
学
教
育
が
評
価
の
対
象
と
す
る
能
力
と
が
異
な
っ

て
い
る
と
し
て
も
、
教
育
機
関
に
よ
る
評
価
が
軽
視
さ
れ
る

事
実
が
実
際
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
な
ぜ
な
の
か
、
大

学
側
か
ら
の
積
極
的
な
問
い
か
け
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
双
方
向
性
が
確
立
さ
れ
た
社

大
接
続
は
実
現
し
得
な
い
。

　

一
方
、
大
学
に
入
学
す
る
際
の
能
力
評
価
で
は
、
大
学
入

試
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
は
大
幅
な
改
革
を
決

定
し
、
１
９
８
９
年
度
か
ら
30
年
以
上
続
い
て
い
る
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
、
２
０
２
０
年
度
に
は
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
に
移
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
入
試
改
革
の
主
眼

は
、「
知
識
の
理
解
の
質
を
問
う
問
題
や
、
思
考
力
、
判
断

力
、
表
現
力
を
発
揮
し
て
解
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
問
題
を

重
視
す
る
」（
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
「
令
和
３
年
度
大
学
入
学

者
選
抜
に
係
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
問
題
作
成
方
針
」）
と

い
う
点
に
あ
り
、
私
立
大
学
に
お
い
て
も
入
学
者
選
抜
に
同

様
の
方
針
を
反
映
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
は
、
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
を
重
視
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
受
け
て
、
具
体
的
に
は

国
語
と
数
学
に
記
述
式
問
題
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
記
述
式
問
題
の
導
入
に
関
し
て
は
、
採
点
の
公
平
性

を
担
保
す
る
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ
ろ
う
が
、
文
部
科
学

省
主
導
で
今
後
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
が
評
価
さ
れ
る
方
針
に
舵

が
切
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学
教
育
で
は
、
い
わ
ゆ
る
学

修
者
主
体
の
学
び
に
お
け
る
学
修
の
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
修
の
結
果
で
は
な
く
、
結
果
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
を
い
か
に
評
価
す
る
か
、
そ
の
評
価
方
法
の
研
究

が
加
速
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
蛇
足
な
が
ら
、
個
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人
的
に
一
つ
考
え
て
い
る
の
は
、
学
修
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て

学
修
者
が
ど
れ
ほ
ど
迷
い
悩
ん
だ
か
を
評
価
す
る
こ
と
の
必

要
性
で
あ
る
。
数
値
に
は
表
し
に
く
い
指
標
で
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
従
来
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
解
を
み
つ

け
る
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
て
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
〝
悩

み
抜
く
力
〟
を
測
定
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
の
能
力
に
関
す
る
評
価
の
あ
り
方
は
多

く
の
複
雑
な
課
題
を
包
含
し
つ
つ
、
社
会
の
動
き
に
応
じ
て

変
容
し
て
き
て
い
る
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
が
唱
え
ら
れ
る
現
代
社
会
で
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
ユ
ニ

テ
ィ
を
基
本
概
念
と
す
る
評
価
で
は
通
用
し
な
く
な
っ
て
い

く
。
あ
え
て
い
う
ま
で
も
な
い
の
だ
が
、
適
切
さ
を
欠
く
評

価
は
多
様
な
個
々
人
の
個
性
的
な
能
力
を
封
じ
た
り
、
減
じ

た
り
、
あ
る
い
は
潰
し
て
し
ま
う
危
険
を
生
む
。
Ａ
Ｉ
時
代

を
迎
え
、
あ
る
局
面
で
は
型
破
り
な
思
考
こ
そ
が
求
め
ら
れ

う
る
社
会
へ
卒
業
生
を
送
り
出
す
大
学
と
し
て
は
、
何
を
ど

う
評
価
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
常
に
意
識
し
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。

　

日
本
女
子
大
学
で
は
、
女
性
の
生
涯
そ
の
も
の
を
キ
ャ
リ

ア
と
捉
え
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
創
立
間
も
な
い
１
９
０

９
年
に
通
信
教
育
を
開
始
、
２
０
０
７
年
に
は
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
課
程
を
設
置
し
て
、
人
生
の
ど
の
段
階
で
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
学
び
直
せ
る
場
を
も
提
供
し
て
い
る
。

人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
始
め
た
現
代
に
お
い
て
、
人

の
能
力
や
学
修
の
評
価
に
際
し
て
は
、
短
期
だ
け
で
は
な
く
、

中
期
的
、
お
よ
び
長
期
的
視
座
を
確
立
し
、
特
に
中
期
的
、

長
期
的
評
価
で
は
、
個
人
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
て
新
た

な
ス
テ
ッ
プ
へ
と
後
押
し
す
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
〝
励
ま
す

評
価
〟
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
じ
こ
と
が
大
学
教
育
に
対
す
る
評
価
に
関
し
て
も
い
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
な
い
で
も
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
語
ら
ず
に
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
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